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条例（案） （参考）関係法令 

〇熊本市都市再生特別措置法に基づく特定路外駐車場の規模を定める条例 

 

都市再生特別措置法（平成１４年法律第２２号）第６２条の９第１項の条

例で定める規模は、５０平方メートルとする。 

 

   附 則 

 この条例は、令和４年１０月１日から施行する。 

○都市再生特別措置法 

（特定路外駐車場の設置の届出等） 

第六十二条の九 都市再生整備計画に記載された路外駐車場配置等基準に係る

滞在快適性等向上区域内において、路外駐車場で自動車の駐車の用に供する

部分の面積が当該滞在快適性等向上区域内の土地利用及び交通の現状及び将

来の見通しを勘案して市町村の条例で定める規模以上のもの（以下この項に

おいて「特定路外駐車場」という。）を設置しようとする者は、当該特定路

外駐車場の設置に着手する日の三十日前までに、国土交通省令で定めるとこ

ろにより、当該特定路外駐車場の位置、規模その他国土交通省令で定める事

項を市町村長に届け出なければならない。 

２ 前項の規定による届出をした者は、当該届出に係る事項のうち国土交通省

令で定める事項を変更しようとするときは、当該事項の変更に係る行為に着

手する日の三十日前までに、国土交通省令で定めるところにより、その旨を

市町村長に届け出なければならない。 

３ 市町村長は、前二項の規定による届出があった場合において、当該届出に

係る事項が路外駐車場配置等基準に適合せず、歩行者の移動上の利便性及び

安全性の向上のため必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し

て、必要な勧告をすることができる。 

４ 市町村長は、前項の規定による勧告をした場合において、必要があると認

めるときは、その勧告を受けた者に対し、土地の取得についてのあっせんそ

の他の必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

 

（罰則） 

第百二十九条 次の各号のいずれかに該当する場合には、当該違反行為をした

者は、五十万円以下の罰金に処する。 

⑥－１ 



一 第六十二条の九第一項又は第二項（これらの規定を第百六条において準用

する場合を含む。以下この号において同じ。）の規定に違反して、届出をし

ないで、又は虚偽の届出をして、第六十二条の九第一項又は第二項に規定す

る行為をしたとき。 

  


